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「里山の維持再生ゾーン」の実現に向けて
　～市民協働による持続可能なまちづくりのモデルケースとして～

環

境

木津北地区保全推進室（都市計画課内）☎ 75-1222 kizukita@city.kizugawa.lg.jp

里山の自然
　丘陵地開発が進む木津区域の皆さんにとって、鹿
背山の里山は身近な自然です。
　鹿背山の里山は、宅地開発計画によって農地の耕
作が停止され、里山活動がなされず放置されました。
　その結果、下刈りや伐採がおこなわれなくなり、明る
い雑木林から密生した薄暗い山へと変わったのです。
　しかし、鹿背山にはたくさんの生き物が住む豊か
な生態系があります。希少種のオオタカやカスミサ
ンショウウオは、豊かな里山活動があって共存でき
るもので、里山での営みがなくなると、豊かだった生
態系に影響を及ぼしかねないことから、里山保全は
自然保護の重要なキーワードとなっています。
　また、子どもの環境教育や市民の憩いの場として
注目を集めています。

里山の成り立ち
　里山とは、集落に近い山裾で、水稲やお茶・果樹栽
培など、多様な土地利用がおこなわれている地域を
指しますが、その里山の森林が里山林で、人々が古く
から利用してきた雑木林や竹林などが多くを占めて
います。
　なかでも雑木林は、萌芽更新（伐採して芽吹きさせ
る方法）によって循環してきた森林で、人々が薪にし
たり、炭焼きをしたり、シイタケの原木にしたりと、実
に様々な森林資源の利用がおこなわれてきました。 
　伐採が繰り返されても、細い木は伐採せず利用に
適した太さになるまで切り残されることで、元の林
に戻りました。こうして毎年一定の収穫を得ながら、
適度に人手が加え続けられた結果、里山は荒廃から
守られ、保全されてきたのです。

鹿背山で活動する団体
　里山で繰り返されてきたこれらの営みを、再びおこなおうと活動を始めた様々な
グループの手によって、鹿背山での里山再生が進みだしています。
　鹿背山で里山活動をする団体は次の9団体です。
　参加してみようと思われる方は、問い合わせてください。

里山活動へGO!（里山活動に参加してみよう）
 STEP1 	 活動団体から、参加してみたい団体を探そう！
 STEP2 	 参加したい団体が決まったら、メールなどで活動体験を申し込もう。
		  後日、メールなどで活動日をご連絡します。
 STEP3 	 自然の中での活動には、ちょっとした注意点があります。
		  活動日の連絡があれば、服装や持ち物を準備しよう！ 

～「学研木津北地区」というのは鹿背山の里山のこと
　　里山活動を楽しみながら、里山再生に取り組んでいます～

①鹿背山倶楽部 ：竹林整備、季節野菜・古代米の栽培など

②鹿背山元気プロジェクト ：里山の手入れ、柿畑の再生、里山キャンプ場づくりなど

③鹿背山の柿を育てるネットワーク ：柿栽培、柿を通した地域交流など

④木津の文化財と緑を守る会 ：鹿背山城および縄張り整備など

⑤特定非営利活動法人 京都発・竹・流域環境ネット ：竹林整備、里山景観維持など

⑥こどもエコクラブサポーターの会 ：活動のサポート、自然観察会の開催など

⑦みもろつくネイチャーファミリーかせ山 ：自然体験や環境学習などの体験

⑧鹿背山の自然と文化を楽しむ会 ：里山資源を楽しく保全し活用

⑨キノコもクラブ ：キノコづくりを通じて里山の再生・維持に取り組む
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